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「
文
化
外
交
{
S
E
a
E
2
Z
E
E
-
o

ご
国
家
や
民
間
団
体
な
ど
が

そ
の
国
の
文
他
や
芸
術
、
言
語
、
思
想
な
ど
を
国
外
に
普
及
し
、
文
化
的

影
響
力
を
拡
大
し
、
そ
の
威
信
を
捌
か
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
対
外
政
策
で
、

フ
ラ
ン

ス
の
文
化
外
交
は
世
界
最
大
級
の
規
模
を
も
っ
.
サ
ル
コジ
大
統

領
は
2
0
0
7

年
の
外
交
指
針
で
「
フ
ラ
ン
ス
は
圏
外
に
向
け
た
文
化
的

影
響
力
の
拡
大
を
最
重
要
と
考
え
る
。
文
化
産
業
や
文
化
的
多
篠
性
の
将

来
は
、
ま
っ
た
〈
の
と
こ
ろ
世
界
に
お
け
る
ア
ラ
ン
ス
の
働
き
に
よ
る
の

で
あ
る
』
と
明
言
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
内
政
や
外
交
に
お
け
る
文
化
外
交
の

特
権
的
な
地
位
を
力
説
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
外
交
は悶
世
紹
に
さ
か
の
ぼ
り
、
啓
蒙
主
義
の
影
響

を
受
け
て
、
外
国
や
植
民
地
へ
向
け
た
フ
ラ
ン
ス
語
普
及
の
形
に
よ
り
開

始
さ
れ
た
.
当
時
の
文
化
外
交
は
非
政
府
組
織
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
修
道
会
な
ど
の
設
立
し
た
学
校
や
、
フ
ラ
ン
ス
時
教
育
に
よ

る
ユ
ダ
ヤ
人
の
地
位
の
改
善
を
目
的
と
し
て1
8
6
0

年
に
設
立
さ
れ
た

ア
リ
ア
ン
ス
イ
ス
ラ
エ
リ
ッ
ト

・

ユ
ニ
ヴ
ェ
ル
セ
ル
{
匡

-E
R
E
E
-
a

C
言
語
邑
玉
、
そ
し
て
外
固
な
ら
び
に
植
民
地
へ
の
フ
ラ
ン
ス
語
普
及
を

目
的
に
l

B
8
3

年
に
民
間
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ア
リ
ア
ン
ス

ア
ラ
ン
ヒ

1
1

宮
E
P
R
F

主
主
が
主
に
そ
の
任
務
に
当
た
っ
て
い
た
。

と
は
、

352 

60 ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ

l

ズ
は

、

1

8
8

l

年
以
来
保
護
領
だ
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
緬
民
地
化
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
を
核
と
す
る
愛
国
心
に
よ

っ
て
、
共
和
派
と
王
党
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な
ど
フ
ラ
ン
ス
国
内

の
敵
対
勢
力
を
糾
合
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
活
動
の
当
初
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
募
っ
た
基
金
を
圏
外

の
学
校
な
ど
に
補
助
金
と
し
て
支
給
し
、
植
民
地
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
連
絡
調
整
に
あ
た
り
、
直
接
の
フ
ラ
ン
ス

語
教
育
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
1
8
9
0

年
代
か
ら
次
第
に
学
校
経
営
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
組
織
に
加
え
て
、1
9
0
2

年
に
は
、
地
中
海
沿
岸
諸
国
や
中
近
東
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
中
等
教
育
を
目
的
と

す
る
ミ
ッ
、
γ
ョ
ン
・
ラ
イ
ァ
ク

(
Z
E
S
E
E
E
)
も
設
立
さ
れ
た.

加
世
紀
に
な
る
と
、
国
外
へ
の
ア
ラ
ン
ス
語
普
及
は
外
務
省
の
管
籍
と
な
り
、

1

9
0
9

年
に
は
外
務
省
に
担
当
部

局
が
新
設
さ
れ
る
.
こ
れ
は
さ
ま
ず
ま
な
改
組
を
重
ね
、
現
在
で
は
グ
ロl
パ
リ
ぜ
l

シ
ョ
ン

・

開
発
・

協
力
関
係
総

局
と
な
り
、
外
務
省
全
体
の
予
算
の
伺
%
ほ
ど
を
占
め
、
対
外
言
語
普
及
は
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
憂
な
二
輿
を
に
な
っ

て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
文
化
外
交
は
冷
戦
下
に
あ
っ
て
、
米
ソ
に
対
抗
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
さ
を
称
揚
す
る
こ
と

を
め
ざ
す
ゴ

l

リ
ス
ム
{
ド
ゴ

l

ル
の
主
導
し
た
自
主
強
立
路
線
)
を
発
揮
す
る
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。

1

9
6
0

年
の

7
7

リ
カ
諸
国
の
独
立
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
国
際
社
会
の
中
で
軍
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
言
語
と
な
り
、

フ
ラ
ン
ス
語
教
育
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
は
旧
植
民
地
と
の
結
束
を
固
め
て
い
っ
た
。

-

9
8
0

年
代
半
ば
よ
り
、
欧
州

共
同
体
{
現
在
の
欧
州
連
合
)
が
次
第
に
多
言
語
主
義
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
も
フ
ラ

ン
ス
語
の
み
の
普
及
か
ら
、
多
言
語
主
義
の
推
進
へ
と
政
策
を
変
更
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
文
化
外
交
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
世
界
に
広
が
る
「
文
化
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
骨E
E
E
E
)
」

oに，
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を
お
い
て
ほ
か
な
ら
な
い
。
文
化
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
政
府
直
轄
の
機
関
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
か
ら
構

築
さ
れ
て
い
る
。
世
界
1

5
4

カ
所
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
は
文
化
外
交
の
調
整
を
行
う
文
化
協
力
事
業
部
が
設
置
さ

れ
、
文
化
参
事
官
を
は
じ
め
、
教
育
、
芸
術
、
視
聴
覚
な
ど
の
担
当
官
が
文
化
普
及
の
任
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
語
教
育
を
実
際
に
実
施
し
て
い
る
の
は
、
外
務
省
の
直
轄
す
る
学
院

(
Z
E
Z
)や
文
化
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
全

世
界
に
1

4
0

校
、
4

7
0
0

人
の
教
職
員
が
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
振
興
、
フ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
.
そ
も
そ
も
学
院
と
は

1

9
0
6

年
に
7

ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
マ
ド
リ
ッ
ド
に
研
究
所
と
し
て
設

立
古
れ
た
。
そ
の
後
、
教
育
組
織
も
編
成
さ
れ
、
現
在
で
は
文
化
教
育
広
報
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

東
京
、
横
浜
、
京
都
、
福
岡
に
日
仏
学
院
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
リ
ア
ン
ス
7

ラ
ン
セ
l

ズ
は
現
在

も
各
地
で
フ
ラ
ン
ス
語
や
フ
ラ
ン
ス
文
化
普
及
の
活
動
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、20
0
9

年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
そ
の

数
は
1

0
7
0

校
に
及
び
、
日
本
で
は
、
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
徳
島
に
展
開
し
て
い
る
。
ア
リ
ア
ン
ス

フ
ラ
ン
セ

l

ズ
は
設
置
国
の
法
律
に
従
う
現
地
法
人
の
地
位
を
も
っ
て
い
る
が
、
7

ラ
ン
ス
外
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た

館
長
な
ど
が
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

文
化
機
関
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が7
ラ
ン
ス
流
の
ソ
ア
ト
パ
ワ
!
の
展
開
に
配
置
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
の
魅
力
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
は
国
の
内
外
で
分
寧
さ
れ
、
1

9
5
9

年
に
作

家
の
ア
ン
ド
レ
・

マ
ル
ロ
ー
を
大
臣
と
し
て
文
化
省
が
設
立
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
来
、
文
化
省
は
伝
統
的
に
フ
ラ
ン
ス

圏
内
の
文
化
政
策
を
管
轄
し
、
外
務
省
は
国
外
の
文
化
協
力
を
担
当
し
て
き
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
パ
ル
化
の
拡
大
す

る
中
で
、
文
化
省
の
扱
う
事
案
は
次
第
に
国
際
化
し
、
文
化
外
交
に
も
関
与
し
て
き
て
い
る

a

現
在
の
フ
ラ
ン
ス
政
府

に
と
っ
て
、
文
化
外
交
は
フ
ラ
ン
ス
語
や
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
普
及
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
高
等
教 3臼

育
研
究
の
分
野
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
的
地
位
を
強
化
し
、
文
化
的
名
様
性
を
推
進
し
、
学
生
や
研
究
者
に
魅
力

あ
る
フ
ラ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

文
化
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
組
織
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
芸
術
な
ど
を
国
外
に

振
興
す
る
「
キ
ュ
ル
チ
ュ
l

ル
フ
ラ
ン
ス

(
p
r
E
E
E
Rご
は
外
務
省
と
文
化
省
の
両
者
の
外
郭
団
体
で
、
文
化

の
発
信
を
管
轄
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
も
文
化
外
交
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
留
学
局

(
p
s
t
F
Z
)」
は
大
学
問
の
国
際
交
流
を
進
的
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
へ
の
留
学
を
支
援
す
る
公
的
機
関
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
大
学
に
は
日
%
程
度
の
外
国
人
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
は
旧
植
民
地
の
ア
フ
リ
カ
大
陸

か
ら
の
学
生
で
あ
り
、
ア
ラ
ン
ス
は
す
ぐ
れ
た
留
学
生
の
確
保
に
余
念
が
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
外
国
人
給
費
留

学
生
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
弁
護
者
」
と
位
置
づ
け
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
留
学
体
験
が
フ
ラ
ン
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
平
技

術
移
転
に
も
有
利
に
働
く
と
考
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
系
企
業
が
圏
外
の
企
業
へ
と
技
術
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
を

援
助
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
技
術
の
国
際
的
振
興
の
調
整
役
を
行
う
「
技
術
情
報
提
供
機
構
(
主

E
R

官
民
F
E
F
E

E

【
ロF
E
E
D

叶
向
島5
5
5
5
)」も
文
化
外
交
の
一
部
を
構
築
し
て
い
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
は
圏
外
に
暮
ら
す
フ
ラ

ン
ス
人
子
弟
の
た
め
の
教
育
機
関
を
配
置
し
て
お
り
、
全
世
界
に46
1

校
、
お
万
人
の
生
徒
(
大
半
は
現
地
の
子
弟
)

が
通
学
し
て
い
る
。
こ
れ
を
統
轄
す
る
組
織
が
「
在
学
フ
ラ
ン
ス
教
育
機
構
(
主
S
R

官
員
百
2
6
3
5
2
弓

E
2
1

E
E

昌
三
」
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
外
に
展
開
す
る
リ
セ
(
高
校
)
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
学
校
は
、
フ
ラ
ン
ス
教
育
を

国
外
に
示
す
格
好
の
シ
ョ
1

ウ
イ
ン
ド
ウ
で
あ
り
、
文
化
の
影
響
力
の
行
使
と
い
う
点
か
ら
無
視
で
き
な
い
。
メ
デ
ィ

ア
を
使
っ
た
文
化
外
交
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
固
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
二
つ
の
テ
レ
ビ
局(
1
2
Z
Z色
"
と
F
E
n
c
e、

二
つ
の
ラ
ジ
オ
局

(
F島
。
明
E
a
z
n

目5
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F
E
Z
5
E
O

白
色
)
を
備
え
て
い
る
。H
J
a
z
g
骨
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
だ
け
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ

ダ
な
ど
の
出
資
す
る
国
際
放
送
で
あ
り
、
日
本
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

明
E
5
M

は
フ
ラ
ン
ス
語
版
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
版
、
ア
ラ
ビ
ア
語
版
を
備
え
た
ニ
ュ
ー
ス
専
用
番
組
で
、
フ
ラ
ン

ス
版
C
N
N

を
め
ざ
し
て
開
局
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
通
じ
た
フ
ラ
ン
ス
文化
の
普
及

を
行
っ
て
き
た
が
、
近
年
こ
の
方
針
を
転
換
し
、

7

ラ
ン
ス
語
以
外
の
曹
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン

ス
に
独
自
な
視
点
を
国
際
社
会
に
発
信
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
方
向
を
も
模
索
し
て

い
る

.
何
語
を
媒

介
と
し
て
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
な
ど
が
広
ま
れ
ば
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
に
進
み
、
フ
ラ
ン

ス
の
よ
き
理
解
者
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
な
ぜ
文
化
外
交
に
国
益
を
見
出
し
、
こ
の
よ
う
な
攻
勢
を
掛
け
る
の
か
.
組
織
的
な
フ
ラ
ン
ス
語
普
及

を
支
え
て
き
た
理
念
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る

a

こ
れ
は
、
普
遍
的
理
念
で
あ
る
「
人
権
宣

言
』
を
発
布
し
士
民
主
主
義
の
母
国
、
ま
た
普
遍
性
を
備
え
た
宗
教
で
あ
る
ヱ
カ
ト
リ
ッ
ク
}
教
会
の
長
女
」
と
呼
ば

れ
る
フ
ラ
ン
ス
こ
そ
、
普
遍
的
文
明
を
体
現
し
、
諸
民
族
を
文
明
の
高
み
へ
と
引
き
上
げ
る
使
命
を
もって
い
る
と
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
媒
体
で
あ
っ
た
.
植
民
地
人
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
文
明
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

.

こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
て
、
同
世
紀
後
半
の

文
化
外
交
は
植
民
地
主
義
と
と
も
に
発
展
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
言
語
同
化
主
義
を
発
揚
し
て
い
っ
た
.

こ
の
よ
う
に
強
力
な
理
念
と
同
時
に
、
文
化
外
交
は
経
済
的
権
益
の
拡
大
と
も
無
縁
で
は
な
い

。
「

フ
ラ
ン
ス
語
の

顧
客
は
皆
フ
ラ
ン
ス
製
品
の
顧
客
に
な
る
」
と
い
う
文
言
は1
8
9
0

年
代
の
ア
リ
ア
ン
ス

・

ア
ラ
ン
セ

1

ズ
の
会
報

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
モ
ッ
ト
ー
だ
が
、
こ
の
標
語
は
完
全
に
過
去
に
葬
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
.
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
を

356 

通
ピ

て
フ
ラ
ン
ス
に
親
近
感
を
抱
書
、
そ
れ
が
め
「
り
め
「
っ
て
消
費
行
動
に
還
元
さ
れ
る
、
こ
の
命
題
を
完
全
に
検

証
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
言
説
そ
の
も
の
が
文
化
外
交
に
根
拠
を
与
え
、
文
化
外
交
の
再
生

産
を
可
能
に
し
て
い
る
面
も
あ
る

。
(

西
山
教
行
)
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